
毛沢東の霊言（2018 年 11 月 15 日霊示）          担当:石田昭 2019 年 1 月 26 日 

1「まえがき」：共産主義の間違い：「嫉妬心が「正義」となり、暴力的手段で支配階級を
打ち倒し、結果「全体主義の悪魔｣が生まれ、最後には国民の命と言論が圧殺され、逃げ場

の無い地獄が果てしなく広がる。この毛沢東の霊言は値千金である。軍事的には今「中国

包囲網」を作る以外に策なし。ウイグル（突厥）は漢民族を苦しめたカルマ？正義はどち

らか？毛は善人界と書いたが 5千万人も殺し、天上界からも「調べ直せ」という指示あり。  
2霊言：日本の民主党政権で革命、中国の属国化寸前、惜しかった。（HS が政治参加の理由） 

3国家統一は中国の夢、弱者は滅ぼされて当然だ。食べられるのは自然界の法則。レプ発想  

4日本軍に責められ逃げていた時に、内陸に引きずり込む作戦。西方の重要性を知った。   
5チベット人は 100万人殺したが、ウイグル人はこれからだ、100万人殺したら解決する。   
6 共産党は庶民が同士となって権力闘争するのが本質、それが民主主義だ。習近平は頭が
悪い。林彪を殺したのは権力闘争、周恩来は番犬ポチだ。日本は現憲法で宦官化に成功。   
7トランプは“狂人認定”されて、暗殺される。邪神「ヤハウェ」だ。トス神の指導が悪魔に見
えている。郭文貴がバノン氏と協力し、「法の支配基金」設立してトランプ支援活動。“藍金黄工作”の実態暴露。  

8加州の山火事、トランプの秘密工作隊が火を付けた疑念。真相は 1960 年以降の地熱発電の疑い。  

9沖縄には「工作」だけじゃなく「資金｣も投入している。世界同時革命が目標。藍金黄工作  
10 蒋介石は弱い男、日本は強かった、おかげで大国が転がり込んだ。アメリカは特攻隊攻

撃も実施し、気前よく中国をくれた。自分は運がいい男。「日本は悪い国」でないと困る。 
11 西方の領土を取って戦える体制をつくった。だから、ソ連は中国に侵入できなかった。  
12自分は最も偉い神、周りに人はいない。隔離されている事の自覚なし。建国の父という念波で維持？  

13日本に仏教を伝えてやった先生である。都合の悪い歴史（間違い農業、大躍進政策、天
安門）は消去。スマホや携帯で何十億もの人口を情報管理できるのは完璧な未来社会だ。 
14中国包囲網を破るには二、三の国を占領して“中国の恐ろしさ”を教えることだ。マレ
ーシアなんか潰した方が良い。自分は習近平のような優柔不断ではない。アメリカに向け

て北朝鮮の核ミサイルを撃つように圧力を掛ける。それで温和な中国は次の大国になれる。 
15米国は「中国を助ける」という正義で、中国を常任理事国に据えた、だから中国は正義
の国、日本は悪の国。中国の抗日映画(人気が無いが )など、古い時代感覚で指導しているが、アメリカは変質。  

16反省点があるとしたら、悪妻（江青）を娶ったことか。自分は“神”として完成した。 
17 自分には裏宇宙が地球を吸収する大きなミッションあり。ボールの裏･表を変える。よ
くは分からないが、一定数の“信者”があると、真っ暗な“裏”が“表”に変わるらしい。  
宇宙の本質はダークマター、それを操るのがダークマスターで、それはどうも私らしい。 
18中国の逆襲を期待せよ、プーチンではダメだ。ウィーグル人は君らが騒ぐほど殺す。せ
っかく、中国の 14億人を奴隷にしたんだから、頑張らなくちゃ。自由など与えたらダメ。  
19総裁先生：中国には彼に対する尊敬感があるために、一定の磁場がバリアを張っている。
日本でも、「巨星墜つ」と報じられ偉い人と思う世代がある。これが全滅しないと無理かも。

鄧小平は毛が嫉妬心から、地獄に堕としたのだろう。毛は今自分がどこにいるのか分かっ

ていない。地球の悪魔の頂点、親分格、映画「宇宙の法」のダハールのような役割。“悪魔

の自覚”までは行っていないが、宇宙からの働きがあるようだから、続きがあるだろう。 
20「あとがき」：「現代中国建国の父が地球最大の悪魔である」と看破した。革命の原点。
21追加：出版するな、困る。自分は NHK を支配しているものだ。来年日本を占領する。 


